
「情報化社会を生きる～情報の受け手・送り手として」に関する教材
第１　単元設定の趣旨

法教育研究会報告書（平成１６年１１月）においては，自由で公正な社会を支える自律的かつ責任ある主体として必要な資質・能力を養うことをねらいとするものとして，「憲法の意義」についての教材が示された。これは，中学校社会科公民的分野の憲法に関する学習において，民主主義・立憲主義を中心に，基本的人権の尊重と統治機構を定める憲法一般の意義を実感として理解させようとするものである。

小学校における憲法に関する法教育については，従来から，社会科第６学年で，日本国憲法の基本構造等についての学習が行われているが，それにとどまらず，憲法を支える基本的な考え方について，小学生という発達段階で理解しやすい身近な題材を選んで学習し，中学校教育における上記のような学習につながるものとすることが重要である。

現代の情報化社会においては，情報技術が著しく発展したことにより，すべての国民が，テレビやインターネットを通じて大量の情報を得ることができるようになるとともに，インターネットを通じて情報を発信することもできるようになった。このような社会においては，よりよい生活と社会をつくるために様々な情報を交換することが重要であることを理解しつつ，情報の受信及び発信の主体として適切な行動をとることができる資質・能力を身に付けることが必要になる。新小学校学習指導要領の社会科第５学年においても，内容(4)で「情報化の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考えるようにする」とされ，同要領の解説で「情報化した社会において人々が主体的に生きていくためには情報を有効に活用することが大切であることについて考えるとともに，様々な情報に対して適切に判断し，望ましい行動をしようとする能力や態度を身に付ける」とされているところである。

。待されるるおけるかいにおけるるうようりょうート結果例は，資料１































































































本単元は，情報化社会における表現の自由や知る権利の意義を，身近な題材を用いて児童に理解させるとともに，表現の自由とプライバシーとの緊張関係を意識させ，他者の権利にも配慮するという情報の送り手として必要な責任ある態度を身に付けさせようとするものである。このような学習を行うことで，民主主義を支える重要な権利である表現の自由や知る権利の意義についての一定の理解を得ておき，中学校段階における更に高度な憲法の学習に進むことが期待される。
第２　単元

　１　単元名
　　「情報化社会を生きる～情報の受け手・送り手として」
２　単元の目標

1 情報が制限されることによって生じる様々な不都合について考えることを通じて，情報を受け取ることの重要性（知る権利の意義）を理解する。
2 自分たちが思ったことを自由に表現できることの重要性（表現の自由の意義）を理解する。
3 インターネットにおける情報の交換の積極的意義を踏まえつつ，自分自身や他者のプライバシーについての意識を高める。
３　単元の位置付け

　新小学校学習指導要領社会科第５学年の内容(4)「我が国の情報産業や情報化した社会の様子について，次のことを調査したり資料を活用したりして調べ，情報化の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考えるようにする。」「ア　放送，新聞などの産業と国民生活のかかわり」「イ　情報化した社会の様子と国民生活とのかかわり」
４　単元の指導計画

本単元では，以下のとおり，３時間構成で学習を行うこととしており，第３時については二つのバリエーションを用意している。

(1) 第１時　「情報を自由に得られるということ」

本時は，テレビ，新聞やインターネットといったメディアについての児童の実際の利用状況を踏まえつつ，情報が制限されることから生じる不便や不都合を具体的に考えさせ，情報を自由に得ることができること（知る権利）の意義を理解させようとするものである。その際，架空の王国を設定して，その王国での不便・不都合を考えてみるという方式をとることによって，学習内容を児童にとって理解しやすいものとしている。
(2) 第２時　「思ったことを自由に言えるということ」

　本時は，家族との会話，学級会，電話，手紙など，児童が普段から行っている様々な表現（言語）活動について振り返り，表現活動についての意識を高めた上で，思ったことを自由に表現できること（表現の自由）の意義を理解させようとするものである。
(3) 第３時　「インターネットの便利さと私のこと，友達のこと」
　本時は，インターネットの掲示板を実際に見てみるなどして，児童であっても情報の発信主体となり得るなど，インターネット特有の便利さがあることを確認した上で，前時までの学習を踏まえて，身近な題材を用いて，インターネットを利用して情報を発信する際に気をつけなければならないことを理解させようとするものである。具体的な授業内容としては，表現の自由の意義を中心に授業を進めるもの（第３－１時）と，プライバシーの意義を中心に授業を進めるもの（第３－２時）を用意している。






PAGE  
- 1 -

